
STARBUCKS のデザイナーは、古い運送用コンテナを再利用して、ワシントン州タクウィラにこの LEED 認定店舗を作りました。 
同様の店舗は、イリノイ州シカゴやコロラド州デンバーでも営業を開始しています。
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営利目的の公開企業の役割と責任とは?
 
1 年前、私は年次株主総会でこのように問いかけました。このレポートには、この問いかけの答えのいくつかが含まれ
ています。

持続的な素晴らしい企業を作り上げるには、人間性というレンズを通した上でパフォーマンスを追求しなければなら
ないと、私たちは常に信じてきました。私が誇りに思うのは、Starbucks が 2014 年も記録的な財務パフォーマンスを達
成したことだけではありません。Starbucks で働く人々や私たちが事業を営むコミュニティーに対して弊社の歴史上最
も多くのことを行った上で優れた業績を上げたことも誇りに思うのです。私たちのミッション、価値、指針を忠実に守るこ
とで、良心をもって世界に名だたる企業を作り上げることが可能であることを証明できたと私は信じています。

これからの数年間、私たちの取り組みは、私たちが最も大きな影響を与えることができると考える 3 つの領域をますま
す重視していきます。それは、栽培農家と共に未来を築くこと、世界規模でグリーン リテールの先駆者となること、そし
て若者たちが機会にアクセスするための道すじを作ることです。皆さんの協力を得て、私たちは意欲的な目標を設定し
たいと考えています。そのうちのいくつかは達成できないかもしれません。しかし、今日、Starbucks のような企業は、こ
れまで以上に、そこで働く人たちやその企業が事業を営むコミュニティーに対して機会を創出するために、企業が持つ
プラットフォームとリソースを活用し、先頭に立って道を切り開いていかなければならないと、
私は強く信じています。 

これが私たちの役割と責任であると考えています。



倫理的な調達ルワンダでコーヒーの実を摘む女性

コーヒー栽培農家とその 
コミュニティーに投資する



Starbucks では、私たちの企業としての成功が、
コーヒーを育てる数多くの栽培農家の成功とリ
ンクしていることを理解しています。

私たちは、過去 15 年にわたって、お客様に高品
質のコーヒーを長期的に供給し、コーヒー栽培
農家とそのコミュニティーの暮らしと生活にプラ
スの影響をもたらすことを目的として、倫理的な
調達に対する新しいアプローチを先導してきま
した。私たちの包括的なモデルには、責任のある
購入業務、農家のサポート、サプライヤーのため
の経済的/社会的/環境的規格、業界との協力、コ
ミュニティー開発プログラムが含まれます。

100% 倫理的な調達への私たちの道
のり

1999 年、Starbucks が数カ国に 2,000 店舗強
を構える企業に過ぎなかった頃、私たちの事業
を左右する高品質のコーヒーの長期的な供給
を確保するために、もっとやるべきことがあると
認識しました。私たちは、環境に配慮した栽培
方法の推進を支援してくれるように、コンサベ
ーション インターナショナル (CI: Conservation 
International) に協力を依頼しました。 

コーヒー栽培の環境への影響に対処するの
は、パズルのピースの 1 つに過ぎません。公正
な賃金と労働条件、経済的な透明性、そして
健全なリソース管理を約束できるような、調達
への全体的なアプローチも必要でした。2001 
年、Starbucks は、CI の助けを得て、高品質コー
ヒーの持続可能な生産のために、品質、社会的、
環境的、経済的な要素を幅広くカバーするガイド
ラインを策定しました。

Starbucks は、2004 年に、Coffee and Farmer 
Equity (C.A.F.E.) Practices を発足させまし
た。これは、第三者の専門家により検証された
包括的な持続可能性基準で、コーヒー産業界
で初めて設定されたものの 1 つです。初年度
に、Starbucks はこのプログラムを通じて 19,500 
トンの未焙煎コーヒーを購入しました。これは私
たちが購入した未焙煎コーヒーの 14.5% にあた
りました。業界内の他の企業にも参加してもらう
ため、このプログラムを「オープン ソース」にする
ことを早い段階で決定しました。また、コーヒー
栽培地域の環境と農家の生活の保護に役立つ
認定コーヒーを購入するために、Fairtrade やそ
の他の組織とも協力関係を維持しました。

Starbucks の倫理的な調達プログラムは
成長を続け、2008 年には、2015 年までに 
Starbucks のコーヒーの 100% を C.A.F.E. 
Practices、Fairtrade、およびその他の社外監査
システムを介して倫理的に調達するという目標
を設定しました。2014 年、私たちのコーヒーの 
96% (180,000トン以上) がこの基準を満たして
おり、その内訳は、C.A.F.E. Practices が 95.5%
、Fairtrade が 8.6%、有機栽培が 1% となって
います (一部のコーヒーは複数の証明または
認定を受けています)。

過去 10 年にわたって、C.A.F.E. Practices は、
何百万人もの農業従事者に良い影響を与え、
世界中で何千もの提携農家の長期的な環境
的/社会的条件を改善してきました。100% の
倫理的な調達に向けて、私たちは業界全体の
持続可能性を引き続き改善するために努力し
ていく計画です。

「1998  年に Starbucks  と作業を始めたとき、同社は約 13,500  ～ 
18,000  トンのコーヒーを認定しました。現在では、Starbucks  の購
入量の約 96%  にあたる約 180,000  トンのコーヒーが、自然を保護
し、農家の生活を改善する持続可能な方法で栽培されたものです。これ
は、非常に素晴らしいことであり、この産業を根本から変えようとしてい
ます」

 

M.  サンジャヤン博士 
エグゼクティブ バイス プレジデント、上級科学者

コンサベーション インターナショナル

03STARBUCKS グローバル責任レポート 2014倫理的な調達

http://www.conservation.org/partners/Pages/starbucks.aspx
http://www.conservation.org/partners/Pages/starbucks.aspx
http://www.starbucks.com/responsibility/sourcing/coffee


パートナーシップを通じて弾力性に富む
サプライ チェーンを構築する

気候変動は、世界のコーヒー栽培農家にとって、
重大かつ長期的な、差し迫ったリスクとなりま
す。Starbucks では、CI などの組織と協力して、
気候変動が及ぼしうる影響について検討してい
ます。こうした作業の結果、Starbucks は、排出量
を削減し、日差しの遮断や土地の保全により炭
素貯蔵を改善し、害虫や病害について気候のリ
スクを積極的に管理するための農法を C.A.F.E. 
Practices に組み込みました。

さらに、私たちは、森林カーボン マーケットへのア
クセスや環境サービスへのその他の支払いを介
して農家が健全な保全行為から利益を得られる
ように、CI との協力を進化させています。

オープン ソースの作物栽培学でコーヒ
ー栽培農家と協力する

Starbucks のコーヒーを栽培する世界の数多く
の農家にとって、個人的なつながりを構築するこ
とほど力となるものは他にありません。

Starbucks が 10 年前に C.A.F.E. Practices を
拡張しはじめたとき、プログラムを根付かせるに
は 農学者とこの分野における品質の専門家が
必要でした。2004 年、それは、コスタリカのサン
ホセに設立した Starbucks 初のファーマー サ
ポート センターで、少人数のチームからスター
トしました。その後の 10 年間で、Starbucks は
協同組合や栽培農家と協力し、生活水準を引き
上げる努力を重ねながら、コーヒーの品質と農
業の生産性の向上と生産コストの削減を支援し
ました。今日、Starbucks は、ルワンダ、タンザニ
ア、エチオピア、コロンビア、中国など、世界の主
要な栽培地域で 6 つのファーマー サポート セ
ンターを運営し、グアテマラにも出張所を置いて
います。さらに、近い将来、インドネシアにも初め
てのファーマー サポート センターが開設される
予定です。

2013 年、Starbucks は、最初のファーマー サポ
ート センターから遠くないところに、初めての農
場を購入したことで、貴重な実地体験も獲得でき
るようになりました。Hacienda Alsacia は、完全
に機能したコーヒー農園であるだけでなく、農業
研究開発センターとして、世界の農業コミュニテ
ィーと共有できる持続可能な農業実務を引き続
き開発するのに貢献します。

2014 年、Starbucks では、私たちのアプローチの
メリットを示すため、期間限定コーヒーを発売し
ました。Starbucks Reserve® Costa Rica Geisha 
La Ines は、病気に強く、品質に優れたコーヒー
品種を栽培するために、私たちの農業チームと
現地の協同組合が 6 年にわたって共同で作業
を続けた結果、生まれてきたスペシャル コーヒ
ーです。

Starbucks が提供する技術的なサポートを利用
できるのは、私たちにコーヒーを販売する農家
だけではありません。品質と農業のベスト プラク
ティスの向上に興味を持つすべての人が利用で
きます。コロンビアのグラミーン基金と共に 2014 
年に開始した革新的なパイロット プログラムに
より、私たちは個々の農家の進行状況を、私たち
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http://www.starbucks.com/responsibility/sourcing
http://news.starbucks.com/news/hacienda-alsacia-coffee
http://news.starbucks.com/news/six-years-in-the-making-starbucks-reserve-costa-rica-geisha-la-ines
http://news.starbucks.com/news/six-years-in-the-making-starbucks-reserve-costa-rica-geisha-la-ines
http://www.grameenfoundation.org/where-we-work/americas/colombia


の基準に照らし合わせてモニターおよび評価す
ることができます。このプログラムでトレーニン
グを受けた農家のリーダーは、周りの農家に知
識を伝え、共同で農場管理計画を策定し、タブレ
ット PC で進行状況を記録することができます。

農家への融資とコミュニティーへの投資
で影響を与える

コーヒーは主に発展途上国で栽培されま
す。Starbucks の未焙煎コーヒーの価格モデル
は、高品質コーヒーにふさわしい価格を支払い
ながら、価格を安定させ、サプライヤーとの互恵
的な関係を築くことを目指しています。1 

合理的な条件での融資の提供も、私たちの農家
サポート モデルの重要な要素の 1 つです。農家
への融資に投資することにより、協同組合はリス
クを管理し、事業を強化することができます。

Root Capital との協力による農家への融資という
形での Starbucks の投資は、2000 年には 15 万
ドルだったものが、今日では、2014 年の 300 万
ドルを合わせ、1,200 万ドルにまで増加していま
す。Root Capital とその他の融資パートナーを介
しての私たちの投資額は、2014 年には 1,630 万ド
ルに達しました。2015 年には合計投資額が目標
の 2,000 万ドルに到達する見通しです。

コーヒー コミュニティーの健全性と安定性は、
農家と、生産性を保ちながら持続可能な作物
を育てる農家の能力に影響を与えます。2014 
年、Starbucks は、重要なインフラストラクチャ
の改善と農業多様化プロジェクトを支援するた
め、Ethos® Water ブランドの売上げを資金とし
て、一連の生産地コミュニティー助成金制度を
創設しました。たとえば、タンザニアでは、Heifer 
International と協力して、乳牛の導入や水/衛生
設備/再生可能なエネルギーへのアクセスの改善
により、小規模コーヒー栽培農家を支援していま
す。
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1 Starbucks は、2014 年に 1 ポンドあたり平均 1.72 ドルを支
払いました。コーヒーの購入時 (本文中に引用された量) と使
用時 (連結財務諸表に反映された量) のタイミングが異なるた
め、この額は、2014 年度連結財務諸表に記載されたコーヒー
の影響を表すものではありません。

http://www.rootcapital.org/about-us/press-releases/usaid-keurig-green-mountain-cooperative-coffees-starbucks-and-root-capital
http://www.heifer.org
http://www.heifer.org


環境STARBUCKS ウォルト ディズニー ワールド リゾート店のリビング ウォール (命のある壁) - 
STARBUCKS の 500 番目の LEED® 認定店舗

グリーンリテール 
を先導する



Starbucks は、農産物に依存する企業として、地球
こそが私たちの最も重要なビジネス パートナーで
あることを以前から認識していました。

私たちは、環境負荷を最小化し、意味のある持続
可能な変化を作り出すことで、気候変動への対処
に取り組んでいます。これには、グリーン リテール
へのアプローチ、すなわち、エネルギー効率の良
い店舗と施設の構築、電力と水の節約、再生可能
なエネルギーへの投資、リサイクルの新しいソリュ
ーションの研究、カップを持続可能なものにするこ
となどが含まれます。

Starbucks が 2008 年に設定した意欲的な環境関
連の目標の一部は手の届くところにきましたが、予
期しなかった課題に直面している目標もあります。
しかし、これは、目標を下げるべきだという意味で
はありません。それほど意欲的でない目標で満足
するよりも、向上心を刺激するターゲットを設定す
ることの重要性、そして、経験から学んで次のステ
ップにつなげることの重要性を、私たちは信じて
います。

500 を超えた LEED® 認定店舗

Starbucks は、2005 年に会社初の LEED® 認定
店舗をオレゴン州ヒルスボロにオープンし、グリ
ーン ビルディングの分野で業界をリードしてきま
した。今日でも、引き続き、店舗ポートフォリオ全
体に環境ビルディング戦略を組み入れています。

2008 年以来、Starbucks は、世界のすべての新
しい直営店を LEED 規格に合わせて構築する
ように努めています。2014 年、Starbucks は、500 
番目の LEED 認定店舗をオープンしました。こ
れは、世界のどの小売企業も達成していない数
字です。LEED の導入は、私たちが事業を行う多
くの市場で成功しました。その国の数は 19 を数
えます。アメリカ大陸では、2014 年に新しく開設
された直営店の 98% が LEED 規格に準拠して
設置されました。世界的にはこの数字は 64% と
なります。Starbucks は、米国発祥の LEED 認定
プログラムがまだ一般的ではない国際市場では、
いくつかの技術的な課題に直面しました。私たち
は、この規格の採用を推進するため、米国グリー
ン ビルディング カウンシルと協力しています。

水道使用量の目標到達に迫る

2008 年に、Starbucks は、直営店で使用する水
道使用料を 2015 年までに 25% 削減するという
目標を設定しました。2014 年には基準値の 23% 
以上を節約し、この目標に近づいています。 
私たちは、新規店舗に節水ソリューションを実装
し、既存の店舗には水のろ過装置を導入するこ
とで、水の節約の努力を継続しています。LEED 
認定の店舗は、平均して年間 25,000 ガロン (約 
95,000 リットル) を上回る水を節約することで、
目標達成に向けて貢献しています。Starbucks 
は、水の消費量の削減に役立つ追加手段を見つ
けるために、世界の水の足りない地域の自治体と
積極的に協力しています。

進化するビジネスへのエネルギーの影
響を認識する 

Starbucks が 2008 年に電力を 25% 節約すると
いう目標を定めたとき、これが意欲的なものであ
ることはわかっていました。過去 6 年間で、私た
ちは、できる限り自然光を採り入れ、新規および
既存の店舗でエネルギー効率の良い照明設備

「気候変動を和らげ、あらゆる人々
の生活の質を改善するための私
たちの取り組みに、リテール環境は
大きな影響を与えることができま
す。Starbucks  で商品を注文するた
びに、あなたはそれに一票を投じて
いるのです」

リック デドリッチ
CEO  兼チェアマン、創設者

米国グリーン ビルディング カウンシル
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http://news.starbucks.com
http://news.starbucks.com
http://www.usgbc.org/articles/new-usgbc-report-estimates-more-12-million-people-experience-leed-certified-retail-space-ev
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と電気器具を取り付けるなど、省エネルギー対
策を私たちのグリーン建築戦略に組み入れてき
ました。Starbucks は最近、暖房と冷房を最適化
し、将来的なさらなる機会を識別するために、約 
4,000 店舗で新しいエネルギー管理システムを
導入しました。

こうした努力にもかかわらず、エネルギー パフォ
ーマンスは基準値から正味 4.6% しか改善して
いません。これは、拡張した食品プラットフォーム
をサポートするために要したエネルギーが、継
続的な節約の取り組みを相殺したためです。業
務上の大きな変更や、それに関連する電力ニー
ズの上昇があったにもかかわらず、2015 年末ま
でに基準値に対して正味の電力消費量を削減す
る計画に変更はありません。節電を実現するた
めの方策を引き続き探し求めます。

再生可能なエネルギーに投資する

節水と省エネルギーに加え、購買を通じて再生
可能エネルギー源の支援にも力を注いでいま
す。Starbucks は、10 年近くにわたって、米国の再
生可能エネルギーに関して米国環境保護庁の最
大購入者の 1 つであり、昨年だけでも 5 億 KWH 
を超える風力エネルギーを購入しました。2014 
年には、Starbucks は、世界の直営店で使用する
電力の 59% を超える量の再生可能エネルギー
を購入しました。

私たちは、再生可能なエネルギーの購入を、世界
全体の弊社のエネルギー負荷に適用しますが、
購入した再生エネルギーのクレジットは、主に米
国の再生可能エネルギー市場の開発を促進する
ためのものです。地域に適したソリューションを
識別するために、国際的なパートナーとの協力を
進めています。現在のところ、2015 年末までに米
国とカナダの直営店で使用する電力と同じ量の
再生可能エネルギーを購入するという目標の達
成に向けて、私たちは順調に進んでいます。

リサイクルの障壁を取り除く

店舗前にリサイクル設備を設置することは、包
括的なリサイクル ソリューションを開発する 
Starbucks の取り組みの重要な要素です。2014 
年には 760 店舗にお客様向けリサイクル設備
が追加されました。これにより、リサイクル設備の
ある店舗は合計 3,849 店舗、すなわち米国とカ
ナダの直営店の 47% に達しました。

2015 年の末までに、米国とカナダでリサイクル 
プログラムの展開を完了する予定です。残念な
がら、これはすべての店舗でリサイクルを提供す
ることを意味するわけではありません。商業的な
リサイクルを提供していない自治体にある店舗
や、不動産の貸主がリサイクル サービスへのア
クセスを提供しない店舗では、引き続き課題に
直面しています。埋め立てゴミを削減する革新
的な方法を見つけ、代替ソリューションを調査す
るために、業界全体との作業を継続しています。

リユーザブル カップへの関心を高める

リユーザブル カップは、Starbucks の全体的
な廃棄物削減戦略の重要な要素です。私たち
は、30 年にわたって、個人のタンブラーを持参し
たお客様に割引を提供してきました。 
店舗で作るドリンクの 5% を、お客様が持参のタ
ンブラーやマグ カップで提供することが私たち
の目標です。2013 年には 4,690 万杯をお客様
持参の容器で提供し、2014 年にはこれが 4,760 
万杯に増加しました。

Starbucks 店舗にマグ カップやタンブラーを持
参するにはお客様の習慣の変化が必要であるこ
とがわかりました。前年比でのタンブラーの使用
率は徐々にしか改善されていません。1 ドルのリ
ユーザブル カップ (英国では 1 ポンド) の発売
開始時や、ホワイト カップ コンテストをはじめと
するその他の特別プロモーション期間中は、お
客様のタンブラー持参率が一時的に最大 2.5% 
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Starbucks community store . Langsuan . Bangkok 

バンコク、ランスアンの LEED 認定店舗

環境

http://news.starbucks.com/news/starbucks-invites-you-to-decorate-its-iconic-white-cup


にまで上昇しましたが、2013 年全体での使用率
は 1.8% と横ばいです。私たちは、お客様にリユ
ーザブル カップへの切り替えを促す方法を引き
続き検討します。

店舗を超えて

私たちの直接的な環境負荷の大部分は、店舗
業務により発生するものですが、製造施設にも
環境設計を組み入れようと努力しています。これ
には、焙煎工場、コーヒー加工施設、Evolution 
Fresh ジュース製造施設が含まれます。2014 年、
ペンシルベニア州ヨークの Starbucks 焙煎工場
および流通センターが、アメリカ保険業者安全
試験所によりゴミ埋め立て回避 100% の認定を
受けたことを私たちは喜んでいます。
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1 ドルの Starbucks リユーザブル カップ

http://news.starbucks.com


コミュニティーシアトルの 23RD & JACKSON 店のパートナー

機会にアクセスするための
道すじを作る



Starbucks は常に人を結び付ける場です。私たち
のミッションは、1 人ずつ、1 杯ずつ、1 地区ずつ、
人の精神をインスパイアし、育てることです。

Starbucks は、米国で 150,000 人のパートナー  
(従業員) を雇用し、世界では 300,000 人が緑の
エプロンを着けて働いています。主要な雇用主
として、優れた人材を引き寄せ、維持することは、
私たちの事業にとって非常に重要です。世界で 
7,300 万人の若者が仕事を探していますが、十分
な資格を持つ候補者が足りないことから、雇用主
は職場の空きを埋めるのに苦労しています。 
何かが間違っています。これは明らかに一企業
や 1 つの産業で解決できる問題ではありません
が、Starbucks では、若者 1 人ずつの未来を考え、
この危機への対応を開始するために、私たちの事
業と規模を活用する方法にさらに力を注いできま
す。

将来の人材を構築する

将来の人材を構築する取り組みは、私たち自
身の人材から始まります。2014 年、私たちは 
Starbucks カレッジ アチーブメント プランを導
入しました。これは、Starbucks のパートナーが、
オンラインでの受講によりアリゾナ州立大学の学
位を受けられるようにする、革新的な教育支援制
度です。 
また、2018 年までに 10,000 人の退役軍人と
軍人の配偶者を雇用するという Starbucks の
複数年戦略の直接的な結果として、私たちは昨
年、2000 人近くの新しいパートナーを採用しま
した。これら 2 つのイニシアチブは、Starbucks 
のミッションと価値を共有するパートナーを引き
寄せるための私たちの戦略の重要な要素である
と考えています。

生涯にわたる機会に投資する

労働市場に入るための教育やスキルが足りない
ため、数多くの若者が構造的な障壁により機会
にアクセスできないという問題に直面していま

す。このグループは、「 オポチューニティー ユ
ース (opportunity youth)」と称されることがよ
くあります。

2014 年、私たちは、Starbucks 青少年リーダー
シップ プログラムを介して、14 カ国の現地組
織に 100 件を超える助成金を提供しました。
世界のプログラムや組織は異なりますが、青少
年に与える影響は非常に大きなものです。

米国では、Starbucks とシュルツ ファミリー 
ファウンデーションは、過去 10 年にわたっ
て、YouthCare および FareStart を介して、青
少年に機会を提供するシアトルのバリスタ ト
レーニング プログラムを支援しています。2014 
年には、YouthBuild USA  との協力により、こ
のプログラムを米国全土に拡大し、Starbucks 
店舗パートナーが受けるトレーニングに基づ
き学生のカスタマー サービス スキルの向上
を助ける、「カスタマー サービス リテール エ
クセレンス トレーニング プログラム」を作成し
ました。

「Starbucks  とのパートナーシッ
プは、私たちが想像したもの以上
でした。彼らはありえないほどの
情熱をもって、私たちと共に作業
をこなしていきました」 

ビアトリス ガーザ  
プレジデント兼 CEO、AAMA 
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英国の Starbucks アプレンティスシップ (実習) プログラムの参加者

http://news.starbucks.com/collegeplan
http://news.starbucks.com/veterans
http://news.starbucks.com/veterans
http://schultzfamilyfoundation.org/
http://schultzfamilyfoundation.org/
http://www.youthcare.org/starbucks-interview-program#.VOXlVJjF9Ft
http://farestart.org/training/barista/index.html
https://www.youthbuild.org/update/starbucks-and-youthbuild-usa-%e2%80%93-perfect-blend
http://news.starbucks.com/news/starbucks-and-schultz-family-foundation-give-young-job-seekers-a-roadmap
http://news.starbucks.com/news/starbucks-and-schultz-family-foundation-give-young-job-seekers-a-roadmap


カナダでは、カルガリー、トロント、およびバンク
ーバーにおいて、主要生活スキルと雇用適性に
関する教室でのトレーニングを実際の職務体験
と組み合わせた、職場プログラムをサポートして
います。
 
中国では、学生がスキルを磨き、Starbucks の上
級幹部のアドバイスにアクセスできるようにする
ための青少年リーダーシップ開発プログラムに
おいて、中国宋慶齢基金会との協力関係をさら
に深めています。

Starbucks が生涯にわたる機会の支援にさらに
注力していく中で、私たちの助成金制度は、コミ
ュニティーのニーズへの対処に役立つオポチュ
ーニティー ユースの支援プログラムに重点を移
していきます。詳細については、弊社の Web サ
イトの「Opportunity for Youth」(青少年のため
の機会) ページをご覧ください。

コミュニティー店舗を介して協力する 

Starbucks コミュニティー店舗プログラムでは、
この若い世代の貧困のサイクルを根絶するため
にトレーニングと教育を提供する、現地の非営
利団体を支援します。2011 年に最初のコミュニ
ティー店舗をオープンして以来、Starbucks は 8 
つの店舗を開設したほか、コミュニティーの若者
に機会を提供する活動を行う現地の非営利団
体のために、900,000 ドルを上回る資金を集め
ました。

コミュニティー店舗モデルは、非営利団体にとっ
て安定した資金の供給源となるだけでなく、その
取り組みに対する関心を高め、コミュニティーの
対話と関与のための空間を作り出します。2014 
年、Starbucks は、米国外で 2 店舗目となるコミ
ュニティー店舗を韓国のソウルにオープンする
と共に、退役軍人の社会復帰を支援する 2 つの
ミリタリー コミュニティー店舗を米国ワシントン
州レークウッドとテキサス州サンアントニオに開
設しました。

世界的なボランティア サービスを促進
して影響を与える

ボランティア サービスのために力を合わせる
ことは、市民としての基本的な行動の 1 つで
す。2014 年、Starbucks は非営利団体と協力す
ることで、パートナー、お客様、コミュニティー
のリーダーの力を借り、世界中で 520,0000 時
間を超えるボランティア サービスを提供しまし
た。Starbucks の第 4 回年次グローバル サー
ビス月間だった 4 月には、60,000 人近くのボラ
ンティアが 30 を超える国々で 232,000 時間以
上の貢献を行いました。全体として、これらのプ
ロジェクトは、約 140 万人を援助し、私たちのコ
ミュニティーに 520 万ドルの価値を提供してい
ます。

2014 年の合計時間数は前年比でわずかに減
少しましたが、心強いトレンドも生まれていま
す。Starbucks パートナーが提供した時間の 2 
倍近くをお客様が提供しています。コミュニティ
ーを改善するための取り組みに私たちのパート
ナーがお客様の参加を促す能力は、より大きな
影響を与えるための 1 つの方法であると私たち
は信じています。
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http://news.starbucks.com/news/starbucks-canada-launches-canadian-work-placement-program-with-three-not-fo
http://news.starbucks.com/news/starbucks-canada-launches-canadian-work-placement-program-with-three-not-fo
http://news.starbucks.com/news/starbucks-canada-launches-canadian-work-placement-program-with-three-not-fo
http://news.starbucks.com/news/starbucks-makes-significant-education-investments-to-develop-future-leaders
http://www.starbucks.com/responsibility/community/opportunity-youth
http://www.starbucks.com/responsibility/community/community-stores
http://news.starbucks.com/news/starbucks-opens-first-community-store-in-korea-to-create-pathways-to-opport
http://news.starbucks.com/news/starbucks-military-family-stores
http://news.starbucks.com/news/starbucks-partners-contribute-almost-a-quarter-million-volunteer-hours-in-o
http://news.starbucks.com/news/starbucks-partners-contribute-almost-a-quarter-million-volunteer-hours-in-o
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Starbucks ファウンデーションと会社と
しての貢献

Starbucks ファウンデーションは、501(c)(3) 条
に基づく独立した慈善団体で、その資金は主
に Starbucks Corporation と個人からの寄付
によるものです。2014 年、Starbucks ファウン
デーションは、非営利団体に 144 件の助成金
を与え、1,310 万ドルを提供しました。助成金に
は、Starbucks 青少年リーダーシップ助成金 へ
の 337 万ドルと コーヒー栽培コミュニティーの
社会開発助成金としての 420 万ドルが含まれ
ます。

2014 年に Starbucks Corporation 
は、Starbucks ファウンデーションへの 190 万ド
ルを含む 1,140 万ドルの現金と、3,880 万ドル分
の現物支給を提供しました。会社としての貢献
には、コミュニティー構築プログラムへの資金提
供があります。たとえば、Teavana® Oprah Chai 
Tea の売上げ 200 万ドルが、オプラ ウィンフリ
ー リーダーシップ アカデミー ファウンデーショ
ンに寄付されました。また、Starbucks とお客様
は、(RED)™ とのパートナーシップを介して、アフ
リカの HIV/AIDS の根絶のために、2008 年以
来 1,200 億ドルを世界エイズ・結核・マラリア対
策基金に寄付しています。

多様性と包摂

多様な顧客基盤と常に変化する労働力を抱える
世界規模の企業として、多様性と包摂はビジネ
スの優先事項であるだけでなく、必要事項であ
るといえます。長期的な成長戦略の主要な要素
は、私たちが事業を営む世界中のコミュニティー
を反映した労働力を構築することです。

私たちは、これを達成するために、将来の労働力
を引き寄せ、開発し、保持し、関与させるための
機会の創出に取り組んでいます。Starbucks は、
世界に広がる事業の課題に対応するため、多様
性と包摂の戦略を引き続きどのように進化させ
るのかに焦点を合わせます。包摂、人種、その他
の違いについてオープンに会話するためのプラ
ットフォームの提供から、無意識の偏見に着目し
たトレーニングの提供やパートナー ネットワー
クの地位向上まで、私たちの取り組みに積極的
に関与してくれるパートナーを求めているだけ
でなく、必要としています。

現在、米国のパートナーの約 40% がマイノリテ
ィーで、65% が女性です。弊社のバイス プレジ
デントの 48% が女性で、15% がマイノリティー
です。最高幹部 (上級バイス プレジデント以上) 
のうち、18% がマイノリティーで、29% が女性で
す。

特にStarbucks カレッジ アチーブメント プラン
や英国アプレンティスシップ プログラムなどの
主要な企業イニシアチブを通じて、多様な求職
者やパートナーの関与を促す大きな機会が存在
することを私たちは知っています。こうした作業
の一環として、重要なリソースである多様なプロ
フェッショナル組織、非営利団体、企業、市民のリ
ーダー、個人とのパートナーシップや、人材、そし
て私たちが事業を営むコミュニティーとのつな
がりを引き続き構築および促進していきます。

私たちが市場における世界的な展開を継続して
いく中で、多様性と包摂は、これからも私たちの
強みであり、私たちのビジネスの主要な要素であ
り続けます。

コミュニティー

http://www.starbucks.com/responsibility/community/starbucks-foundation
http://www.starbucks.com/responsibility/community/farmer-support/social-development-investments
http://www.starbucks.com/responsibility/community/farmer-support/social-development-investments
http://www.starbucks.com/responsibility/community/farmer-support/social-development-investments
http://news.starbucks.com/news/starbucks-donates-nearly-2-million-from-teavana-oprah-chai
http://news.starbucks.com/news/starbucks-donates-nearly-2-million-from-teavana-oprah-chai
http://www.starbucks.com/responsibility/community/starbucks-red
http://www.starbucks.com/responsibility/community/diversity-and-inclusion
http://www.starbucks.com/responsibility/community/diversity-and-inclusion
http://www.starbucks.com/responsibility/learn-more/relationships
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次のステップ

Starbucks が最も大きな影響を与える可能性が
あるのは、私たちが農家、パートナー、お客様、
志を同じくする組織と協力して産業を前に推
し進めるときであるのは明らかです。5 年後に 
Starbucks がどのような位置を占めていたいの
かを考えれば、私たちはこれからも、持続可能性
を高める方向に調達モデルを推進し、環境負荷
を最小化する新しい方策を見つけ、私たちの将
来的な人材を構築しながら若者たちに新しい機
会を創出し続けることができるはずです。

栽培農家と未来を築く

コーヒーを 100% 倫理的に調達するための取り
組みを続ける中で、私たちはコーヒーを世界最
初の持続可能な作物にすることができると信じ
ています。紅茶、ココア、製造品など、Starbucks 
のその他のビジネス領域でも、私たちがこれま
で学んだことを適用しようとしています。

持続可能な解決策の先駆者となる 

Starbucks の規模をグリーン プラクティスの変
革やテストに使用し、私たちがこれまで学んだ
ことを活かすことで、私たちの店舗や産業全体
でポジティブな変化を推進していくことが、これ
からの私たちの課題です。さらに、経済的、社会
的、環境的安定を脅かすリスクを緩和し、BICEP 
(Business for Innovative Climate and Energy 
Policy) などを介して気候に関する法律を支持
することに、引き続き取り組みます。

機会にアクセスするための道すじを作る

機会にアクセスするための道すじを作るにあ
たって包括的なアプローチを採用すること
は、Starbucks にとって、私たちの将来の人材と
なる青少年を支援しながら、私たちが事業を営
む地域に貢献する手段となります。主要な次の
ステップとして、2018 年までに 10,000 人のオポ
チューニティー ユースを採用することを表明し
ています。

すべての産業界の熱意と知識にあふれる組織
と協力することで、地域、国、国際レベルで課題
に対する革新的なソリューションを識別および
実装します。

2015 年の目標が終わりに近づき、2020 年に
向けての目標を設定する新しい区切りとなる
時期がやってきます。Starbucks では、来年、営
利目的の公開企業として私たちの責任をどの
ように果たすのが一番良いのかを判断するに
あたって、世界のステークホルダーに参加を働
きかけることを楽しみにしてます。

ご意見やご感想は、globalresponsibility@
starbucks.com までご遠慮なくお寄せくださ
い。

http://www.starbucks.com/responsibility/sourcing/tea
http://www.starbucks.com/responsibility/sourcing/cocoa
http://www.starbucks.com/responsibility/sourcing/store-products
http://www.ceres.org/bicep/about/member-directory/starbucks
http://www.ceres.org/bicep/about/member-directory/starbucks
http://www.ceres.org/bicep/about/member-directory/starbucks
mailto:globalresponsibility@starbucks.com?subject=
mailto:globalresponsibility@starbucks.com?subject=
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倫理的な調達

要点
外部機関による検証、現場作業を行う農業
従事者へのサポート、農家への融資などを
含む包括的なアプローチが、100% の目標
達成に向けて大きな力となっています。

要点
コーヒー共同組合と農家に無理のない融資
を提供することで、生産性と品質を高め、小
規模農家の持続可能な生活を可能にします。 

STARBUCKS グローバル責任レポート 2014

目標 進行状況

2014 年、弊社のコーヒーの 
96% は C.A.F.E. 
Practices、Fairtrade、その
他の外部監査システムを介し
て倫理的に調達されました。

2015 年までに弊社
のコーヒーの 100% 
を倫理的に調達する

合計コーヒー購入量
(単位: 100 万ポンド)

倫理的に調達したコ
ーヒーの合計量
(単位: 100 万ポンド)

すべての Starbucks ブランドの未焙煎コーヒー豆の購入を含む

2015

100%

396

377

2013

95%

461

441

2014

96%

投資額は 1,630 万ドルに上
昇し、2013 年に比べて 27% 
増加しました。

2015 年までに、農家への
融資額を 2,000 万ドルま
で上げることで、農家とその
コミュニティーに投資する

$

2014
1,630万ドル2013

1,190万ドル

2015
2,000万ドル

公の場で意思表示された案件および契約を締結した案件の合計。

目標 進行状況

2014 年は、米国とカナダで新た
に 763 店舗がこのプログラムに
参加しました。これで、両国の直
営店の 47% をカバーしたことに
なります。

2015 年までに、直営店
の店舗前にリサイクル ボッ
クスを設置する

米国とカナダの直営店。

2014
47%

2013
39%

2015
100%

店舗前にリサイクル ボック
スを設置した店舗の割合

米国、カナダ、英国、フランス、ドイツ、オランダの直営店。

2014 年に個人のタンブラーの使
用は 640,000 ドリンク以上増加
しましたが、合計ドリンクに対する
割合では横ばいでした。

個人のタンブラーで提供するドリンクのパーセント

4,690 万 
ドリンク

1.8%

2013

5%

2015

2015 年までに、店舗で
作るドリンクの 5 パーセン
トを個人のタンブラーで提
供する 4,760 万 

ドリンク

1.8%

2014

目標 進行状況

目標 進行状況

目標 進行状況

2014 年も、引き続き 50 万
時間を超えるコミュニティー サー
ビスを提供しました。

2015 年までに、弊社の
働きかけにより、パートナ
ー (従業員) とお客様が
年あたり 100 万時間の
コミュニティー サービスを
提供する 2015

100 万
時間

2013

630,912
時間

2014

523,974
時間

所有者にかかわらず世界のすべての市場を含む。

目標 進行状況

目標 進行状況

昨年に比べて水道使用量は 2% 
減り、2008 年と比較すると 23% 
減少しました。

2015 年までに直営店の
水道使用量を 25% 削
減する

2008 2013 2014 2015
24.35 ガロン

基準値
21.1%
減少 23.1%

減少 25%
減少

米国とカナダの直営店における平方フィート/店舗/月あたりの平均水道使用量。
2008 年の基準値に対する変化をパーセントで表しました。

19.22 ガロン 18.73 ガロン 18.27 ガロン

拡張した食品プラットフォームをサポ
ートするために要したエネルギーが、
継続的な取り組みによる節約分を
相殺したため、2014 年の弊社のエ
ネルギー パフォーマンスはわずかに
悪化しました。

2015 年までに直営店の
電力消費量を 25% 削
減する

米国とカナダの直営店における平方フィート/店舗/月あたりの平均電力使用量。
2008 年の基準値に対する変化をパーセントで表しました。

2013

7.1%
減少

6.32 KWH
2008
6.8 KWH

基準値

2014

4.6%
減少

6.49 KWH
2015

25%
減少

5.10 KWH

目標 進行状況

目標 進行状況

19 カ国で 500 を超える店舗が 
LEED® 認定を受けました。これ
は、他のどの小売企業よりも多い数
字です。

直営店のすべての新規
店舗で LEED® 認定を
受ける

2013

612

合計店舗数に対して、その年に LEED® 認定を受けた新規直営店の割合。

弊社の世界の直営店で使用する電
力の 59% を超える再生可能エネル
ギーを購入しました。米国とカナダでは
この数字は 74% を超えています。

2015 年までに、弊社の世
界の直営店で使用する電
力と同じ量の再生可能エ
ネルギーを購入する 59.3% 20147 億 8,500 万 

KWH

54.9% 20136 億 5,000 万 
KWH

100% 2015

629

2014

64%65%

2014 年目標チャート



目標 進行状況

2014 年、弊社のコーヒーの 
96% は C.A.F.E. 
Practices、Fairtrade、その
他の外部監査システムを介し
て倫理的に調達されました。

2015 年までに弊社
のコーヒーの 100% 
を倫理的に調達する

合計コーヒー購入量
(単位: 100 万ポンド)

倫理的に調達したコ
ーヒーの合計量
(単位: 100 万ポンド)

すべての Starbucks ブランドの未焙煎コーヒー豆の購入を含む

2015

100%

396

377

2013

95%

461

441

2014

96%

投資額は 1,630 万ドルに上
昇し、2013 年に比べて 27% 
増加しました。

2015 年までに、農家への
融資額を 2,000 万ドルま
で上げることで、農家とその
コミュニティーに投資する

$

2014
1,630万ドル2013

1,190万ドル

2015
2,000万ドル

公の場で意思表示された案件および契約を締結した案件の合計。

目標 進行状況

2014 年は、米国とカナダで新た
に 763 店舗がこのプログラムに
参加しました。これで、両国の直
営店の 47% をカバーしたことに
なります。

2015 年までに、直営店
の店舗前にリサイクル ボッ
クスを設置する

米国とカナダの直営店。

2014
47%

2013
39%

2015
100%

店舗前にリサイクル ボック
スを設置した店舗の割合

米国、カナダ、英国、フランス、ドイツ、オランダの直営店。

2014 年に個人のタンブラーの使
用は 640,000 ドリンク以上増加
しましたが、合計ドリンクに対する
割合では横ばいでした。

個人のタンブラーで提供するドリンクのパーセント

4,690 万 
ドリンク

1.8%

2013

5%

2015

2015 年までに、店舗で
作るドリンクの 5 パーセン
トを個人のタンブラーで提
供する 4,760 万 

ドリンク

1.8%

2014

目標 進行状況

目標 進行状況

目標 進行状況

2014 年も、引き続き 50 万
時間を超えるコミュニティー サー
ビスを提供しました。

2015 年までに、弊社の
働きかけにより、パートナ
ー (従業員) とお客様が
年あたり 100 万時間の
コミュニティー サービスを
提供する 2015

100 万
時間

2013

630,912
時間

2014

523,974
時間

所有者にかかわらず世界のすべての市場を含む。

目標 進行状況

目標 進行状況

昨年に比べて水道使用量は 2% 
減り、2008 年と比較すると 23% 
減少しました。

2015 年までに直営店の
水道使用量を 25% 削
減する

2008 2013 2014 2015
24.35 ガロン

基準値
21.1%
減少 23.1%

減少 25%
減少

米国とカナダの直営店における平方フィート/店舗/月あたりの平均水道使用量。
2008 年の基準値に対する変化をパーセントで表しました。

19.22 ガロン 18.73 ガロン 18.27 ガロン

拡張した食品プラットフォームをサポ
ートするために要したエネルギーが、
継続的な取り組みによる節約分を
相殺したため、2014 年の弊社のエ
ネルギー パフォーマンスはわずかに
悪化しました。

2015 年までに直営店の
電力消費量を 25% 削
減する

米国とカナダの直営店における平方フィート/店舗/月あたりの平均電力使用量。
2008 年の基準値に対する変化をパーセントで表しました。

2013

7.1%
減少

6.32 KWH
2008
6.8 KWH

基準値

2014

4.6%
減少

6.49 KWH
2015

25%
減少

5.10 KWH

目標 進行状況

目標 進行状況

19 カ国で 500 を超える店舗が 
LEED® 認定を受けました。これ
は、他のどの小売企業よりも多い数
字です。

直営店のすべての新規
店舗で LEED® 認定を
受ける

2013

612

合計店舗数に対して、その年に LEED® 認定を受けた新規直営店の割合。

弊社の世界の直営店で使用する電
力の 59% を超える再生可能エネル
ギーを購入しました。米国とカナダでは
この数字は 74% を超えています。

2015 年までに、弊社の世
界の直営店で使用する電
力と同じ量の再生可能エ
ネルギーを購入する 59.3% 20147 億 8,500 万 

KWH

54.9% 20136 億 5,000 万 
KWH

100% 2015

629

2014

64%65%

16

要点 
2015 年末までに米国とカナダのすべて市場
でのリサイクル設備の展開を完了する予定
ですが、引き続き課題に直面しています。不
動産貸主の支援の欠如、空間の制約、自治
体のインフラストラクチャの制限など、実施
にあたっての予想外の障壁が存在しました。 
パフォーマンスを改善し、学んだ点を国際
的に活用する方法を、これからも探していき
ます。

要点 
お客様個人のタンブラーの使用は、1 ドルの
リユーザブル カップの導入時とプロモーショ
ン時には、月間平均 2.5% にまで上昇しまし
た。ホワイト カップ コンテストなどの斬新な
企画では関心が高まりますが、お客様のニー
ズや行動の変化の点で、反応は鈍いままで
す。引き続き成功体験を活用し、関心を高め
ることに取り組んでいきます。

STARBUCKS グローバル責任レポート 2014

環境

要点 
米国外の店舗を含め、新規および既存の店
舗にグリーン ビルディング戦略が組み入れ
られました。LEED® がまだ一般的ではない
高成長市場の一部では引き続き課題に直面
していますが、この問題を解決するために作
業を進めています。

目標 進行状況

2014 年、弊社のコーヒーの 
96% は C.A.F.E. 
Practices、Fairtrade、その
他の外部監査システムを介し
て倫理的に調達されました。

2015 年までに弊社
のコーヒーの 100% 
を倫理的に調達する

合計コーヒー購入量
(単位: 100 万ポンド)

倫理的に調達したコ
ーヒーの合計量
(単位: 100 万ポンド)

すべての Starbucks ブランドの未焙煎コーヒー豆の購入を含む

2015

100%

396

377

2013

95%

461

441

2014

96%

投資額は 1,630 万ドルに上
昇し、2013 年に比べて 27% 
増加しました。

2015 年までに、農家への
融資額を 2,000 万ドルま
で上げることで、農家とその
コミュニティーに投資する

$

2014
1,630万ドル2013

1,190万ドル

2015
2,000万ドル

公の場で意思表示された案件および契約を締結した案件の合計。

目標 進行状況

2014 年は、米国とカナダで新た
に 763 店舗がこのプログラムに
参加しました。これで、両国の直
営店の 47% をカバーしたことに
なります。

2015 年までに、直営店
の店舗前にリサイクル ボッ
クスを設置する

米国とカナダの直営店。

2014
47%

2013
39%

2015
100%

店舗前にリサイクル ボック
スを設置した店舗の割合

米国、カナダ、英国、フランス、ドイツ、オランダの直営店。

2014 年に個人のタンブラーの使
用は 640,000 ドリンク以上増加
しましたが、合計ドリンクに対する
割合では横ばいでした。

個人のタンブラーで提供するドリンクのパーセント

4,690 万 
ドリンク

1.8%

2013

5%

2015

2015 年までに、店舗で
作るドリンクの 5 パーセン
トを個人のタンブラーで提
供する 4,760 万 

ドリンク

1.8%

2014

目標 進行状況

目標 進行状況

目標 進行状況

2014 年も、引き続き 50 万
時間を超えるコミュニティー サー
ビスを提供しました。

2015 年までに、弊社の
働きかけにより、パートナ
ー (従業員) とお客様が
年あたり 100 万時間の
コミュニティー サービスを
提供する 2015

100 万
時間

2013

630,912
時間

2014

523,974
時間

所有者にかかわらず世界のすべての市場を含む。

目標 進行状況

目標 進行状況

昨年に比べて水道使用量は 2% 
減り、2008 年と比較すると 23% 
減少しました。

2015 年までに直営店の
水道使用量を 25% 削
減する

2008 2013 2014 2015
24.35 ガロン

基準値
21.1%
減少 23.1%

減少 25%
減少

米国とカナダの直営店における平方フィート/店舗/月あたりの平均水道使用量。
2008 年の基準値に対する変化をパーセントで表しました。

19.22 ガロン 18.73 ガロン 18.27 ガロン

拡張した食品プラットフォームをサポ
ートするために要したエネルギーが、
継続的な取り組みによる節約分を
相殺したため、2014 年の弊社のエ
ネルギー パフォーマンスはわずかに
悪化しました。

2015 年までに直営店の
電力消費量を 25% 削
減する

米国とカナダの直営店における平方フィート/店舗/月あたりの平均電力使用量。
2008 年の基準値に対する変化をパーセントで表しました。

2013

7.1%
減少

6.32 KWH
2008
6.8 KWH

基準値

2014

4.6%
減少

6.49 KWH
2015

25%
減少

5.10 KWH

目標 進行状況

目標 進行状況

19 カ国で 500 を超える店舗が 
LEED® 認定を受けました。これ
は、他のどの小売企業よりも多い数
字です。

直営店のすべての新規
店舗で LEED® 認定を
受ける

2013

612

合計店舗数に対して、その年に LEED® 認定を受けた新規直営店の割合。

弊社の世界の直営店で使用する電
力の 59% を超える再生可能エネル
ギーを購入しました。米国とカナダでは
この数字は 74% を超えています。

2015 年までに、弊社の世
界の直営店で使用する電
力と同じ量の再生可能エ
ネルギーを購入する 59.3% 20147 億 8,500 万 

KWH

54.9% 20136 億 5,000 万 
KWH

100% 2015

629

2014

64%65%

2014 年目標チャート



目標 進行状況

2014 年、弊社のコーヒーの 
96% は C.A.F.E. 
Practices、Fairtrade、その
他の外部監査システムを介し
て倫理的に調達されました。

2015 年までに弊社
のコーヒーの 100% 
を倫理的に調達する

合計コーヒー購入量
(単位: 100 万ポンド)

倫理的に調達したコ
ーヒーの合計量
(単位: 100 万ポンド)

すべての Starbucks ブランドの未焙煎コーヒー豆の購入を含む

2015

100%

396

377

2013

95%

461

441

2014

96%

投資額は 1,630 万ドルに上
昇し、2013 年に比べて 27% 
増加しました。

2015 年までに、農家への
融資額を 2,000 万ドルま
で上げることで、農家とその
コミュニティーに投資する

$

2014
1,630万ドル2013

1,190万ドル

2015
2,000万ドル

公の場で意思表示された案件および契約を締結した案件の合計。

目標 進行状況

2014 年は、米国とカナダで新た
に 763 店舗がこのプログラムに
参加しました。これで、両国の直
営店の 47% をカバーしたことに
なります。

2015 年までに、直営店
の店舗前にリサイクル ボッ
クスを設置する

米国とカナダの直営店。

2014
47%

2013
39%

2015
100%

店舗前にリサイクル ボック
スを設置した店舗の割合

米国、カナダ、英国、フランス、ドイツ、オランダの直営店。

2014 年に個人のタンブラーの使
用は 640,000 ドリンク以上増加
しましたが、合計ドリンクに対する
割合では横ばいでした。

個人のタンブラーで提供するドリンクのパーセント

4,690 万 
ドリンク

1.8%

2013

5%

2015

2015 年までに、店舗で
作るドリンクの 5 パーセン
トを個人のタンブラーで提
供する 4,760 万 

ドリンク

1.8%

2014

目標 進行状況

目標 進行状況

目標 進行状況

2014 年も、引き続き 50 万
時間を超えるコミュニティー サー
ビスを提供しました。

2015 年までに、弊社の
働きかけにより、パートナ
ー (従業員) とお客様が
年あたり 100 万時間の
コミュニティー サービスを
提供する 2015

100 万
時間

2013

630,912
時間

2014

523,974
時間

所有者にかかわらず世界のすべての市場を含む。

目標 進行状況

目標 進行状況

昨年に比べて水道使用量は 2% 
減り、2008 年と比較すると 23% 
減少しました。

2015 年までに直営店の
水道使用量を 25% 削
減する

2008 2013 2014 2015
24.35 ガロン

基準値
21.1%
減少 23.1%

減少 25%
減少

米国とカナダの直営店における平方フィート/店舗/月あたりの平均水道使用量。
2008 年の基準値に対する変化をパーセントで表しました。

19.22 ガロン 18.73 ガロン 18.27 ガロン

拡張した食品プラットフォームをサポ
ートするために要したエネルギーが、
継続的な取り組みによる節約分を
相殺したため、2014 年の弊社のエ
ネルギー パフォーマンスはわずかに
悪化しました。

2015 年までに直営店の
電力消費量を 25% 削
減する

米国とカナダの直営店における平方フィート/店舗/月あたりの平均電力使用量。
2008 年の基準値に対する変化をパーセントで表しました。

2013

7.1%
減少

6.32 KWH
2008
6.8 KWH

基準値

2014

4.6%
減少

6.49 KWH
2015

25%
減少

5.10 KWH

目標 進行状況

目標 進行状況

19 カ国で 500 を超える店舗が 
LEED® 認定を受けました。これ
は、他のどの小売企業よりも多い数
字です。

直営店のすべての新規
店舗で LEED® 認定を
受ける

2013

612

合計店舗数に対して、その年に LEED® 認定を受けた新規直営店の割合。

弊社の世界の直営店で使用する電
力の 59% を超える再生可能エネル
ギーを購入しました。米国とカナダでは
この数字は 74% を超えています。

2015 年までに、弊社の世
界の直営店で使用する電
力と同じ量の再生可能エ
ネルギーを購入する 59.3% 20147 億 8,500 万 

KWH

54.9% 20136 億 5,000 万 
KWH

100% 2015

629

2014

64%65%
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要点 
この意欲的な目標を設定したとき、店舗の
電力使用量の増加につながる食品事業の
変革を予測していませんでした。この業務
上の大きな変更や、それに関連する電力ニ
ーズの上昇があったにもかかわらず、2015 
年末までに基準値に対して正味の電力消費
量を削減する計画に変更はありません。

要点 
私たちは、再生可能なエネルギーの購入を、
弊社の世界全体のエネルギー負荷に適用し
ますが、これは主に、米国の再生可能エネル
ギー市場の開発を促進するためのものです。
地域に適したソリューションを開発するため
に、国際的なパートナーとの協力を進めてい
ます。

要点 
主要な節水設備は識別できましたが、既存
のストアにこれを設置し、効果が上がってく
るまでには時間が必要です。現在、水のろ過
装置をさらに 500 個設置する計画で、これ
により 25% 削減の目標に近づくことができ
るはずです。
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目標 進行状況

2014 年、弊社のコーヒーの 
96% は C.A.F.E. 
Practices、Fairtrade、その
他の外部監査システムを介し
て倫理的に調達されました。

2015 年までに弊社
のコーヒーの 100% 
を倫理的に調達する

合計コーヒー購入量
(単位: 100 万ポンド)

倫理的に調達したコ
ーヒーの合計量
(単位: 100 万ポンド)

すべての Starbucks ブランドの未焙煎コーヒー豆の購入を含む

2015

100%

396

377

2013

95%

461

441

2014

96%

投資額は 1,630 万ドルに上
昇し、2013 年に比べて 27% 
増加しました。

2015 年までに、農家への
融資額を 2,000 万ドルま
で上げることで、農家とその
コミュニティーに投資する

$

2014
1,630万ドル2013

1,190万ドル

2015
2,000万ドル

公の場で意思表示された案件および契約を締結した案件の合計。

目標 進行状況

2014 年は、米国とカナダで新た
に 763 店舗がこのプログラムに
参加しました。これで、両国の直
営店の 47% をカバーしたことに
なります。

2015 年までに、直営店
の店舗前にリサイクル ボッ
クスを設置する

米国とカナダの直営店。

2014
47%

2013
39%

2015
100%

店舗前にリサイクル ボック
スを設置した店舗の割合

米国、カナダ、英国、フランス、ドイツ、オランダの直営店。

2014 年に個人のタンブラーの使
用は 640,000 ドリンク以上増加
しましたが、合計ドリンクに対する
割合では横ばいでした。

個人のタンブラーで提供するドリンクのパーセント

4,690 万 
ドリンク

1.8%

2013

5%

2015

2015 年までに、店舗で
作るドリンクの 5 パーセン
トを個人のタンブラーで提
供する 4,760 万 

ドリンク

1.8%

2014

目標 進行状況

目標 進行状況

目標 進行状況

2014 年も、引き続き 50 万
時間を超えるコミュニティー サー
ビスを提供しました。

2015 年までに、弊社の
働きかけにより、パートナ
ー (従業員) とお客様が
年あたり 100 万時間の
コミュニティー サービスを
提供する 2015

100 万
時間

2013

630,912
時間

2014

523,974
時間

所有者にかかわらず世界のすべての市場を含む。

目標 進行状況

目標 進行状況

昨年に比べて水道使用量は 2% 
減り、2008 年と比較すると 23% 
減少しました。

2015 年までに直営店の
水道使用量を 25% 削
減する

2008 2013 2014 2015
24.35 ガロン

基準値
21.1%
減少 23.1%

減少 25%
減少

米国とカナダの直営店における平方フィート/店舗/月あたりの平均水道使用量。
2008 年の基準値に対する変化をパーセントで表しました。

19.22 ガロン 18.73 ガロン 18.27 ガロン

拡張した食品プラットフォームをサポ
ートするために要したエネルギーが、
継続的な取り組みによる節約分を
相殺したため、2014 年の弊社のエ
ネルギー パフォーマンスはわずかに
悪化しました。

2015 年までに直営店の
電力消費量を 25% 削
減する

米国とカナダの直営店における平方フィート/店舗/月あたりの平均電力使用量。
2008 年の基準値に対する変化をパーセントで表しました。

2013

7.1%
減少

6.32 KWH
2008
6.8 KWH

基準値

2014

4.6%
減少

6.49 KWH
2015

25%
減少

5.10 KWH

目標 進行状況

目標 進行状況

19 カ国で 500 を超える店舗が 
LEED® 認定を受けました。これ
は、他のどの小売企業よりも多い数
字です。

直営店のすべての新規
店舗で LEED® 認定を
受ける

2013

612

合計店舗数に対して、その年に LEED® 認定を受けた新規直営店の割合。

弊社の世界の直営店で使用する電
力の 59% を超える再生可能エネル
ギーを購入しました。米国とカナダでは
この数字は 74% を超えています。

2015 年までに、弊社の世
界の直営店で使用する電
力と同じ量の再生可能エ
ネルギーを購入する 59.3% 20147 億 8,500 万 

KWH

54.9% 20136 億 5,000 万 
KWH

100% 2015

629

2014

64%65%

環境2014 年目標チャート
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目標 進行状況

2014 年、弊社のコーヒーの 
96% は C.A.F.E. 
Practices、Fairtrade、その
他の外部監査システムを介し
て倫理的に調達されました。

2015 年までに弊社
のコーヒーの 100% 
を倫理的に調達する

合計コーヒー購入量
(単位: 100 万ポンド)

倫理的に調達したコ
ーヒーの合計量
(単位: 100 万ポンド)

すべての Starbucks ブランドの未焙煎コーヒー豆の購入を含む

2015

100%

396

377

2013

95%

461

441

2014

96%

投資額は 1,630 万ドルに上
昇し、2013 年に比べて 27% 
増加しました。

2015 年までに、農家への
融資額を 2,000 万ドルま
で上げることで、農家とその
コミュニティーに投資する

$

2014
1,630万ドル2013

1,190万ドル

2015
2,000万ドル

公の場で意思表示された案件および契約を締結した案件の合計。

目標 進行状況

2014 年は、米国とカナダで新た
に 763 店舗がこのプログラムに
参加しました。これで、両国の直
営店の 47% をカバーしたことに
なります。

2015 年までに、直営店
の店舗前にリサイクル ボッ
クスを設置する

米国とカナダの直営店。

2014
47%

2013
39%

2015
100%

店舗前にリサイクル ボック
スを設置した店舗の割合

米国、カナダ、英国、フランス、ドイツ、オランダの直営店。

2014 年に個人のタンブラーの使
用は 640,000 ドリンク以上増加
しましたが、合計ドリンクに対する
割合では横ばいでした。

個人のタンブラーで提供するドリンクのパーセント

4,690 万 
ドリンク

1.8%

2013

5%

2015

2015 年までに、店舗で
作るドリンクの 5 パーセン
トを個人のタンブラーで提
供する 4,760 万 

ドリンク

1.8%

2014

目標 進行状況

目標 進行状況

目標 進行状況

2014 年も、引き続き 50 万
時間を超えるコミュニティー サー
ビスを提供しました。

2015 年までに、弊社の
働きかけにより、パートナ
ー (従業員) とお客様が
年あたり 100 万時間の
コミュニティー サービスを
提供する 2015

100 万
時間

2013

630,912
時間

2014

523,974
時間

所有者にかかわらず世界のすべての市場を含む。

目標 進行状況

目標 進行状況

昨年に比べて水道使用量は 2% 
減り、2008 年と比較すると 23% 
減少しました。

2015 年までに直営店の
水道使用量を 25% 削
減する

2008 2013 2014 2015
24.35 ガロン

基準値
21.1%
減少 23.1%

減少 25%
減少

米国とカナダの直営店における平方フィート/店舗/月あたりの平均水道使用量。
2008 年の基準値に対する変化をパーセントで表しました。

19.22 ガロン 18.73 ガロン 18.27 ガロン

拡張した食品プラットフォームをサポ
ートするために要したエネルギーが、
継続的な取り組みによる節約分を
相殺したため、2014 年の弊社のエ
ネルギー パフォーマンスはわずかに
悪化しました。

2015 年までに直営店の
電力消費量を 25% 削
減する

米国とカナダの直営店における平方フィート/店舗/月あたりの平均電力使用量。
2008 年の基準値に対する変化をパーセントで表しました。

2013

7.1%
減少

6.32 KWH
2008
6.8 KWH

基準値

2014

4.6%
減少

6.49 KWH
2015

25%
減少

5.10 KWH

目標 進行状況

目標 進行状況

19 カ国で 500 を超える店舗が 
LEED® 認定を受けました。これ
は、他のどの小売企業よりも多い数
字です。

直営店のすべての新規
店舗で LEED® 認定を
受ける

2013

612

合計店舗数に対して、その年に LEED® 認定を受けた新規直営店の割合。

弊社の世界の直営店で使用する電
力の 59% を超える再生可能エネル
ギーを購入しました。米国とカナダでは
この数字は 74% を超えています。

2015 年までに、弊社の世
界の直営店で使用する電
力と同じ量の再生可能エ
ネルギーを購入する 59.3% 20147 億 8,500 万 

KWH

54.9% 20136 億 5,000 万 
KWH

100% 2015

629

2014

64%65%

要点 
合計時間数には満足しているものの、パー
トナーとお客様は実際にはこれ以上の時
間をボランティアに費やしていると私たち
は考えています。コミュニティー サービス
の Web サイトを更新したほか、時間数を
レポートするにあたってのその他の障害に
も引き続き対処していきます。コミュニティ
ー サービスと社会投資の影響について、よ
り全体的なストーリーを伝える方法を模索
しています。 

コミュニティー2014 年目標チャート

目標の概要2014 年目標チャート

目標 単位 2008 2009 2010 2011 2012 目標 脚注

2015 年までに弊社のコーヒーの 100% を倫理的に調達する % 77 81 84 86 93 100% 2008 ～ 2011 年の結果は C.A.F.E. Practices のみを含む。

2015 年までに、農家への融資額を 2,000 万
ドルまで上げることで、農家とそのコミュニティーに投資する 100 万ドル 12.5 14.5 14.6 14.7 15.9 11.9 2,000 万ドル 公の場で意思表示された案件および契約を締結

した案件の合計。

2015 年までに、弊社の働きかけにより、パートナー (従業員) 
とお客様が年あたり 100 万時間のコミュニティー サービス
を提供する

時間 245,974 186,011 191,224 442,353 613,214 630,912

     

100 万
2008 年は Youth Action Grant サービス時間を含む
米国とカナダの結果。2009 ～ 2014 年は所有者に
かかわらず世界のすべての市場を含む。

2015 年までに、合計 50,000 人の若者が、それぞれのコミ
ュニティーで新しい試みを始め、行動を起こすように支援する

人数 N/A 20,868 53,673 50,050 54,848 N/A 50,000

% N/A N/A 5 18 24 39% 100%
店舗数 382 1,390 1,843 3,087

2015 年までに、店舗で作るドリンクの 5 パーセント
を個人のタンブラーで提供する

% 1.1% 1.4% 1.5% 1.5% 1.5% 1.8% 5% 2008 ～ 2011 年は、合計ドリンク数対合計トランザクション数で
再計算された結果。

# 22,090,511      26,257,492      32,650,747 34,199,507 35,754,382 46,970,869 米国、カナダ、英国、フランス、ドイツ、オランダの直営店。

2015 年までに直営店の電力消費量を 25% 削減する
% 0 1.7% 3.3% 7.5% 6.5% 7.1% 25%

2008 年の基準値に対する変化をパーセントで表したもの。
米国とカナダの直営店における平方フィート/店舗/月あたりの
平均電力使用量。

KWH 6.80 6.69 6.58 6.29 6.36 6.32 5.10
米国とカナダの直営店における平方フィート/店舗/月あたりの
平均電力使用量。

% 20 25 58 50 51 55 100%

100 万 KWH 211.3 259.5 580 558 586 650

2015 年までに直営店の水道使用量を 25% 削減する
% 0 -8.3% -21.7% -17.6% -17.5% -21.1% 25% 2008 年の基準値に対する変化をパーセントで表したもの。米国と

カナダの直営店における平方フィート/店舗/月あたりの
平均水道使用量。2009 ～ 2012 年の結果はガロン 24.35 22.36 19.09 20.11 20.08 19.22 18.27

直営店のすべての新規店舗で LEED® 認定を受ける % N/A N/A N/A 75% 69% 65% 100% LEED® 認定を受けた新規直営店の割合。

2015 年までに、弊社の世界の直営店で使用する
電力と同じ量の再生可能エネルギーを購入する

 

Starbucks グローバル責任目標パフォーマンスの概要

2010 ～ 2013年は米国とカナダの直営店。
2015 年までに、直営店の店舗前にリサイクル ボックスを
設置する

2013

95

2010 ～ 2012 年は目標達成。現在は新しい青少年リ
ーダーシップ測定基準を使用。

2008 ～ 2010 年の目標と結果は、米国とカナダの
直営店の 50% に基づく。

数字の丸め方の違いにより 0.1 ～ 0.2% 低い。

2014

16.3

523,974

N/A

47%
3,849

1.8%

47,611,577

4.6%

6.49

59

785

-23.1%

18.73

64%

96



範囲
2014 会計年度のレポートでは、倫理的な調達、コミュニティ
ーへの投資、環境に関する責任という 3 つの主要分野につ
いて、2008 年に設定された目標に対して弊社がどのようなパ
フォーマンスを見せているのかに焦点を合わせます。こうし
た取り組みは弊社の事業に直接結び付くものなので、弊社の
財務、コーポレート ガバナンス、職場と多様性のポリシー、お
よびパフォーマンスに関して starbucks.com で公開されてい
る情報や資料へのリンクも含まれています。 

このレポートを作成するにあたって、弊社では、My 
Starbucks Idea などの簡単にアクセスできるお客様および 
Starbucks パートナー (従業員) ツール、Starbucks のソーシ
ャル メディア チャネル (Starbucks と Starbucks のパートナ
ーの Facebook、Twitter、Instagram) および弊社のカスタマ
ー サービス チームを介して、賛同者や投資家との 1 年を通
じての関わり、およびこうした人々からのフィードバックに基
づき、Starbucks と弊社のステークホルダーにとって重要なト
ピックと問題をカバーしました。こうした取り組みは、戦略的
顧問会社の SustainAbility と PR 会社の Edelman が実施
した業界およびトレンド分析や、弊社と協力関係にある数多
くの組織との直接的な対話により補完されます。プログラム、
ポリシー、およびこのレポートのコンテンツが、弊社の事業や
ステークホルダーにとって意味を持つものとなるように、社内
と社外の両方の関与が弊社の経営方針の重要な要素となる
ことを徹底します。

境界
これまでのグローバル責任レポートと同様に、今年のレポー
トでも、倫理的な調達、コミュニティーへの投資、環境に関す
る責任の分野で、私たちが行っていることに重点を置きまし
た。これらの分野は私たちの事業にとって非常に重要であり、
私たちが最も大きな影響を与えることができ、実際に与えて
いる分野であることもわかっています。ステークホルダーの
関与の取り組みに基づき、これらが、お客様、パートナー (従
業員)、非政府組織 (NGO)、投資家にとって重要であることも
確信しています。

さらに、健康とウェルネスおよび職場のポリシーに関する問
題は、弊社の事業の重要な要素であり、主要なステークホル
ダーにとっても大きな関心の的です。

弊社の取り組みは世界的なものですが、このレポートで
は、コーヒーの購入に関する部分を除き、主に米国とカナ

ダの Starbucks 直営店および世界のサプライ チェーン業
務に焦点を合わせています。こうした業務は、売上げのパー
セントやカバーする店舗数に基づけば、コーヒーの購入と共
に、Starbucks の社会的、環境的、経済的な影響の点で、最も重
要な領域です。直営店かライセンス契約に基づく店舗かにかか
わらず、Starbucks Coffee、Seattle’s Best Coffee、Torrefazione 
Italia を含む、世界のすべての Starbucks ブランドとリテール
店舗で販売および提供されるコーヒーの情報が含まれていま
す。

Starbucks では、Credit360 プログラムを使用して、主要業績評
価指標のレポートと追跡、会社全体の業務と影響への継続的な
可視性の提供、および承認と監査の目的で、持続可能性データ
を管理します。弊社のパフォーマンスについて一貫した正確な
レポートを作成できるように、世界的なレポートの取り組みを
引き続き検証および改善していきます。 

レポートの年
別途記述がある場合を除き、Starbucks の 2014 会計年度 
(2013 年 9 月 30 日 ～ 2014 年 9 月 28 日) を指します。

通貨
別途記述がある場合を除き、すべての通貨の単位は米国ドル
です。 

過去のレポート
Starbucks では、2001 年から毎年レポートを作成しています。 
過去のグローバル責任レポートについては、弊社の Web サイ
ト (www.starbucks.com/responsibility/global-report) から
ダウンロードすることができます。

情報の整合性
2014 会計年度でレポートされる情報の準備と整合性に関する
責任は、Starbucks の経営陣にあります。社内の内容領域専門
家が関与する包括的な検証プロセスなど、内部統制のシステ
ムを経たこの情報は、2014 会計年度の弊社のグローバル責任
活動およびパフォーマンスを正確に表したものであると考えて
います。社外の検証は、Moss Adams LLP により実施されまし
た。目標のパフォーマンスに関連するすべてのインフォグラフィ
ックは、進行状況を視覚的に表すものであり、正確な縮尺比で
はありません。

将来の見通しに関する記述
2014 会計年度のグローバル責任に関する弊社のレポートに
は、弊社の事業と将来の事業計画/イニシアチブ/目標/目的
についての、将来の見通しに関する記述が含まれます。こう
した将来の見通しに関する記述は、現在利用できる業務、財
務、および競合情報に基づくものであり、数多くの重大なリス
クや不確実性に左右されます。実際の将来の結果は、コーヒ
ー/乳製品/その他の原材料の価格と供給、成長戦略および
その他の戦略を弊社の計画どおりに実施できたかどうか、コ
スト削減やその他のイニシアチブ、米国および国際社会の経
済と通貨の変動、競合の影響、訴訟の影響、弊社が米国証券
取引委員会に提出した報告書 (2014 年 9 月 28 日までの会
計年度についてまとめた Starbucks Form 10-K 年次報告書
の「リスク要素」セクションを含む) で説明するその他のリス
クなど、さまざまな要素によって大きく異なる可能性がありま
す。弊社には、これらの将来の見通しに関する記述を更新す
る義務はありません。
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http://www.starbucks.com
http://mystarbucksidea.force.com
http://mystarbucksidea.force.com
https://www.facebook.com/Starbucks
https://www.facebook.com/starbuckspartners
https://www.facebook.com/starbuckspartners
https://twitter.com/Starbucks
http://instagram.com/Starbucks/
http://www.starbucks.com/menu/nutrition
http://www.starbucks.com/responsibility/learn-more/policies
http://www.starbucks.com/responsibility/global-report.
http://globalassets.starbucks.com/assets/753361f78afe4df4a6d8b4dba5f603e0.pdf


1 人ずつ、1 杯ずつ、1 地区ずつ、 
人の精神をインスパイアし、 

育てるために。


